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緒 言

肥育の飼養では,牛 床の状態を良好に保つことが産肉生産力を向上 させる上で重要な要因であることが指摘 されてい

る。

一般に肥育用敷料にはオガクズやバークが用いられる。飼育において敷料交換作業 と敷料費は,堆 肥の有効利用 と結

びつかない場合経営的に負担 となる。

そこで,肥 育用敷料交換を行わない肥育牛管理法の開発を目指 して実証試験を試みた。

材料 と方法

牛床の糞尿は,堆 積 してやむを得ず出さざるを得ない場合,も しくは糞尿が必要な場合以外には取 りだ し作業 を行わ

ないことを原則 とする管理を行った。

牛床は調査時まで7ケ 月間糞尿出しをしない状態で管理 した。牛床管理は土着微生物を米糠および鶏糞で培養 した粉

末状有機質500kgを50m2の パ ドックの24区 画に散布 し,更 に,糖 蜜で抽出した液(魚 のアラか らア ミノ酸,大 根から緑

汁,海 草から海草エキスおよびシラスから水で抽出 した液)で1000倍 液にし,動 力噴霧機で散布 した後(第1図),床

面をロータリで攪拌 均平化 した(第2図)。 掩絆均平化 した日を起点に,パ ドック内の牛の飼育密度,牛 床アンモニア

ガス濃度(ガ ステック社製ガス検地管を用い,直 径40cmの円 筒を床面に設置 し,筒 内床面上2cmで1区 画当た り5箇 所

を測定 した)の 変化と肥育牛行動を調査 し,相 互の関係を検討した。

なお,肥 育牛の行動は午前6時 から午後6時 まで1時 間毎に観察した。

結果と考察

肥育牛パ ドック内床面のアンモニアガス濃度は,パ ドック内頭数に影響 され,頭 数が少ない6頭(8.3m2/頭)の 区で

有意に低い値(1.27ppm)を 示 した。(第3図)。

アンモニアガス濃度は,肥 育月齢が進むと高まる傾向が認められた(第4図)。

アンモニアガス濃度が約2ppm以 下以下になると日内採食頭数が増加する傾向が認め られた(第5図)。 その原因は

肥育牛の月齢が若いパ ドック内ではガス濃度が低い傾向にあり,ま た,採 食頭数 も多い傾向にあることが関連 した結果

であると思われた。

土着菌等による牛床処理後はアンモニアガス濃度が上昇する傾向は認められなかった(第1表,第6図)。

肥育中後期では床面が比較的乾燥するのに対 して,肥 育前期では床面の水分が多 く,床 面の耕転回数を増やすなど床

管理をこまめに行う必要があった。床面の管理を行うことでアンモニアガスの濃度上昇は認められなかった。

第1図 動力噴霧機による牛床に散布状況 第2図 散布後床面をロータリーで均平化 した状況
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第3図 パ ドック内頭数の違いによる
アンモニアガス濃度の違い
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第4図 肥育牛の月齢によるパ ドック
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第5図 パ ドック内ア ンモニアガス濃度 と

調査 時採食平均頭数 との関係

牛床処理後の日数

第6図 パ ドック牛床の処理直後から12日目
までのアンモニアガス濃度の変化

第1表 肥育牛パ ドック床処理直後から12日 までの床面アンモニアガス濃度の変化

床面処理後の日数 測定箇所数 ア ンモニアガス濃度

一
(ppm)

0 24 2.57±1.45

7 24 2.14±0.99

12 24 2.78±1.51


